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① 町民への行政サービスの低下を招くことな

く、町民の利便性を十分考慮し、町民にとって

身近で利用しやすい庁舎 

 

② 多種多様化する町民ニーズや複雑・増加す

る行政事務にも対処できる機能的な庁舎 

 

 

③ 規模・機能と改築・維持管理経費のバランス

を重視した経済的な庁舎 

 

④ 町の発展を見据え、単独町としての核施設と

してふさわしい庁舎 

 

⑤ 災害に備えた防災拠点としての役割を果た

すことのできる安全な庁舎 

 

⑥ 周辺環境と調和し、だれでもが使いやすく身

近に感じる魅力的な庁舎 

 

⑦ 進展する情報化や高度な情報通信技術にも

対応できる先進的な庁舎 

 

⑧ 省エネルギーや省資源対策などの環境に配

慮した自然にやさしい庁舎 

（1）町民に開かれ気軽に交流できる 

（2）窓口機能の簡略化、相談窓口機能の充実 

 

 

（1）快適で効率的な執務環境の実現 

（2）来庁者と職員の動線に配慮 

（3）相談サービスの充実 

 

（1）ライフサイクルコストへの配慮 

（2）長寿命化への配慮 

 

（1）総合情報発信機能 

（2）来庁者の利便性が向上 

 

（1）災害時の危機管理機能の維持 

（2）災害に強い庁舎の実現 

 

（1）町民に親しまれるデザイン 

（2）子どもから高齢者まで、人にやさしいデザイン 

 

（1）フレキシブルに対応できる庁舎 

（2）セキュリティの確保 

 

（1）自然エネルギーの有効活用 

（2）省エネルギー技術の採用、環境負荷の低減 

 

■新庁舎の導入機能 

1-1.導入機能の構成 
新庁舎整備に係る基本理念、8 つの整備理念を定め、これに基づく基本機能を示します。 

基本理念「広川の未来を描く みんなの庁舎」 
庁舎の基本的な考え方                  具体的な考え方 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念、基本機能を踏まえ、次の機能を備えた新庁舎の実現をめざします。 

１） 窓口機能 

２） 協働（交流）機能 

３） 執務機能 

４） 議会機能 

５） 防災機能 

６） その他機能 

① 町民協働機能 
② 町民交流機能 
③ 情報提供機能 

④ 複合的機能 

① 執務機能 
② 会議機能 
③ 情報機能 

④ 防犯機能 

① 議会機能 （議場、委員会室等） 

① 耐震性能の確保 
② 災害対策機能 
③ 庁舎維持機能 

① 窓口機能 
② 相談機能 
③ ユニバーサルデザイン 
④ サイン機能 

① 環境対策機能 
② 町民利便機能 
③ 健康機能 

④ 庁舎としてふさわしいデザイン 
⑤ 駐車場・駐輪場の機能 
⑥ 維持管理機能 
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1-2.導入機能 

1）窓口機能 
導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

① 窓口機能 
全ての人に分かりやすく利用

しやすい窓口空間とする。 

・各部署にまたがる様々な手続きを一箇所で済ますことができる総合窓

口（案内）を設置し、設置する場合には、窓口フロアのわかりやすい場

所に設置する。 

・ライフイベントに関連する手続きの担当窓口を隣接して配置するなど、

出来る限りのワンフロア（ワンストップ）サービスが実現できる窓口空間

を整備する。 

・自動証明書発行（証明書等の機械化）に対応できるスペース等を確保

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相談機能 

利用者のプライバシーの保

護に配慮した相談（窓口）空

間とする。 

・個別の相談内容に応じ、プライバシーに配慮した窓口カウンター、相談

コーナー、相談室を設置するなど相談機能を充実する。 

・利用者の相談内容に応じて、相談しやすいローカウンター・ハイカウン

ターを適正に配置する。 

 

 

 

 

 

 

プライバシーに配慮した 
窓口カウンター（つくば市） 

市民相談室（立川市） 

市民相談室（立川市） 

窓口フロア（小牧市） 総合窓口（つくば市） 

窓口モニター（海老名市） 窓口フロア（黒部市） 

http://www.city.tachikawa.lg.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000000069_0000026132.jpg
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③ ユニバーサル

デザイン 

庁舎内の完全バリアフリー化

を実現する。 

・エレベーターや階段手摺の設置、通路幅の確保など車いす利用者はも

とより誰もが安心して移動できる空間を実現する。 

・車いすに対応したカウンターや記載台を適正に配置する。 

・多目的（多機能）トイレ等を設置する。 

・授乳スペース・キッズスペース等を設置する。 

・利用者の動線通路は待合スペースと重複しないよう検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

④ サイン機能 
誰にでも分かりやすいサイン 

（案内表示）とする。 

・案内表示は、子どもから高齢者まで誰もが見やすい表示に統一する。 

・利用者の目的に応じてスムーズに案内できるサインとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載台（つくば市） 

バリアフリー庁舎のイメージ（国土交通省中部地方整備局） 

キッズスペース（つくば市） 

総合案内サイン（長岡市） 庁内サイン（半田市） 
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2）協働（交流）機能 
導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

① 町民協働機能 
町民が多目的に利用できる空間を

整備する。 

・来庁者が落ち着きとゆとりを感じることができるように、多目的

な用途に利用できるスペースの設置を検討する。 

・町民が制作した作品等を展示できるスペースの設置を検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②町民交流機能 
町民の交流やにぎわいの生まれる

空間を整備する。 

・庁舎の屋上やベランダなどを活用した町民の憩いの場の整備

を検討する。 

・町民の健康増進やスポーツ活動を通して交流ができるスポー 

ツ活動（総合型スポーツクラブ）の拠点施設の整備を検討す

る。 

・選挙や確定申告等にも使用でき、それ以外では災害対策、防 

災訓練、町民の文化活動、軽スポーツなど多目的に活用でき

るホール・会議室の設置を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報提供機能 
利便性の高い情報提供が可能な

空間を整備する。 

・町政、町民活動地域や観光に関する情報、資料などを閲覧、

情報提供できる場を整備する。 

・ポスター・町の情報等を集約して掲示できるスペース等の設

置を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④複合的機能 
協働（交流）機能については、他機

能と複合的に整備する。 

・町民協働、交流機能及び情報提供機能については、既存施 

設の機能との重複を避けた空間整備を行い、それぞれの機

能についても効果的・効率的な整備を行う。また、複合的に利

用できる空間を整備する。 

 

 

 

多目的ロビー（立川市） 

ラウンジ（白石町） 交流スペース（小牧市） 

市政情報コーナー（つくば市） 市政情報コーナー（小牧市） 
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3）執務機能 

 

 

導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

①執務機能 
快適で効率的な執務空間を実現

する。 

・各課や職員のコミュニケーションが図られ、住民ニーズへの対 

応や将来の機構改革による配置変更が容易なオープンフロアと

する。 

・職員が効率的に業務を行うことができ、住民のニーズや組織の

変化に柔軟に対応できる執務スペースのレイアウト、機器の配

置とする。 

・文書管理に関し、保存期間を見直し、文書の電子化、適切な書

庫の配置など、整理された執務空間とする。 

・職員の多様な働き方に対応できるユニバーサルデザインの考 

え方を導入する。 

・業務の関わりが強い課を近くに配置することで、住民の移動の

負担や職員の移動の負担を軽減し、効率的な行政サービスが

できるような課の配置を検討する。 

・特に,夏季・冬季の時間外勤務において効率的、経済的に業務

ができる執務空間を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②会議機能 
多目的に活用できる会議室を整備

し、打合せスペースを充実する。 

・目的に合わせた大小の会議室を整備し、必要に応じて広さを変

更できるように、間仕切りを導入する。 

・職員同士の簡易なミーティングを行うための打合せスペースの

設置を検討する。 

・選挙、確定申告、各種申請受付など多目的に活用できる会議

室（ホール等）を整備し、更に、町民の文化活動等にも活用でき

るような多目的な空間の整備を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報機能 
災害や将来の情報化へ対応した

設備とする 

・災害時において、機能損失を回避するため、情報関係機器は中

層階以上に配置し、耐震性を高める。 

・執務室等の床は、ＯＡ機器の自由なレイアウト変更に対応でき

るように計画する。 

ユニバーサルプラン（青梅市） 執務空間（青梅市） 

打ち合わせスペース（半田市） ミーティングスペース（町田市） 
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4）議会機能 

 

 

 

 

④防犯機能 

個人情報や重要な書類の徹底し

た管理、執務エリアと交流エリアと

のセキュリティの強化を図る。 

・重要な書類や電子データ等、町民のプライバシーに関する個人

情報について、庁舎外も含めて適切な保管場所の検討を行い

徹底した管理が可能な計画とする。 

・来庁者が自由に出入できるエリアと職員のみが立ち入るエリア

の区分を徹底し、用途に合わせたセキュリティレベルの設定を

検討する。 

・時間外や閉庁日のセキュリティの強化について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

①議会機能 

（議場、委員会室

等） 

議会機能が十分に発揮でき、傍聴し

やすく、開かれたる空間とする。 

・議会機能を十分に発揮するため、議場、委員会室、議員控室、

図書室などを設置するが、議会開催以外でも災害対策本部会

議など多目的に利用できる空間を整備し、議場の床のフラット

化、他諸室を議会機能以外でも多目的に活用できる方法を検

討する。 

・議場は、町民の接しやすさや親しみやすさを考慮し、誰もが利

用しやすい構造を検討する。 

・議会の円滑な運営を行うため、議場と議会事務局の配置は近

接するように検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 設楽町役場議場（設楽町） 

オフィスセキュリティのイメージ 
（オカムラ製作所 HP） 
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5）防災機能 
導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

①耐震性の確保 
耐震性の確保などにより、災害に強

い庁舎を実現する。 

・国土交通省が定めた「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」

による耐震安全性については、構造体はⅠ類、建築非構造部

材はＡ類、建築設備は甲類の耐震性能の確保を検討する。 

・豪雨による浸水被害の想定を行い、十分な対策を行うこととす

る。 

②災害対策機能 
災害発生時の活動の拠点となる機能

を整備する。 

・災害発生時には、災害対策本部室として利用できる設備等（電

源設備・情報通信・電話回線・大型モニター等）を備えた空間を

整備する。 

・食料や飲料水の備蓄、災害物資の搬入・保管が可能なスペー

スを確保する。 

・災害発生時に 24 時間体制で従事する職員のため仮眠室等の

職員専用スペースを想定した会議室等の配置を行う。 

・大災害時の一時避難所としても利用できるように、諸室の配置

計画を行う。 

 

 

 

 

 

③庁舎維持機能 
災害発生時にも庁舎機能が維持でき

るよう必要な機能を整備する。 

・商用電力が途絶えた場合に備え、一定期間連続運転が可能な

自家発電設備を設けるとともに、太陽光発電等による非常時の

補助電源対応についても検討する。 

・上水道の供給が途絶えた場合に備え、井戸水利用や貯水槽な

ど非常用の飲料水を確保できる機能を検討するなど、通常の業

務や災害支援活動が維持できる機能を検討する。 

 

 

 

 

 

災害対策本部室（紀ノ川市） 災害対策室ホワイトボード 
（半田市） 

太陽光発電システム 

（立川市） 

雨水利用施設のイメージ 
（国土交通省） 
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6）その他の機能 
導入する機能 整備方針 具体的な導入機能（導入イメージ） 

①環境対策機能 
ライフサイクルコストを考慮した自然エ

ネルギーの利用を検討し、環境負荷

低減に配慮する。 

・自然環境負荷低減・省エネルギー化のため自然採光・自然換

気・太陽光発電のほか、雨水利用などの自然エネルギーの費

用対効果を検討したうえで積極的に利用する。 

・空調、照明、便器等の設備機器は、省エネ型や節水型を積極的

に導入し環境負荷低減に配慮する。 

・庁舎に電気自動車を導入する場合には、来庁者が利用できる

充電スペース等の設置を検討する。 

 

 

 

 

 

②町民利便機能 
来庁者の利便性が向上するような機

能を検討する。 

・来庁者の利便性が向上するような銀行ＡＴＭ、売店、コンビニエ

ンスストア、自動販売機コーナーについては、周辺の状況を考

慮しながら検討する。 

・来庁者が利用できる休憩スペース等の設置を検討する。 

・閉庁日や休日でも利用可能なトイレの配置等を検討する。 

 

③健康機能 
健康意識を向上させるような機能を検

討する。 

・来庁舎が気軽に血圧、血管年齢、脳年齢など測定できる健康チ

ェックコーナーの設置を検討する。 

・来庁者及び職員の受動喫煙の防止対策（健康増進法改正の内

容に合わせて）を徹底して行うこととする。 

 

 

 

 

 

電気自動車優先駐車場の設置 
（つくば市ＨＰ） 

電気自動車充電スペースの設置 
（甲府市ＨＰ） 

２階中庭にある休憩スペース 

（甲府市ＨＰ） 
来庁舎が憩えるスペース 
（甲府市ＨＰ） 

健康度見える化コーナー 

（大和市ＨＰ） 
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④庁舎としてふさ

わしいデザイン 

庁舎が長く親しまれるためのデザイン

上の配慮を行う。 

・外観は庁舎として華美なデザインではなく、周辺環境に配慮した

機能美が現れるデザインとする。 

・内観は機能性や快適性に配慮した親しみやすいデザインを検

討する。 

 

 

 

 

⑤駐車場・駐輪

場の機能 

来庁者、公用車駐車場を敷地内に適

切に計画する。 

・歩道、車道の区分を明確にし、歩行者の安全を考えた駐車場・

駐輪場を適正台数設置する。 

・入口近くに身体障がい者用の駐車スペースを適切な台数設置

する。 

・屋根付きで野外作業が可能な駐車スペースの設置を検討する。 

⑥維持管理機能 
メンテナンスや将来の更新を見据えた

計画を行う。 

・耐久性に優れた構造体や部材を採用することで長期間使える

庁舎とする。 

・清掃やメンテナンスを容易に行うことができ、将来の修繕及び更

新が迅速かつ経済的に行えるよう配慮する。 

 
 

 

自然素材を多く取入れた庁舎 
（小林市ＨＰ） 


